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新潟県は、9 月に財政再建に向けた行財政改革行動計画を公表しました。現在、最も関心

を集めているのは県央基幹病院の建設です。三条市では県央基幹病院の開院に合わせ、令和

2 年 4 月に開校予定の三条看護・医療・歯科衛生専門学校と、3 年 4 月の開学予定の三条技

能創造大学を建設中です。 

また、１０月には消費税が 10%に引き上げ上げられ、幼児教育・保育の無償化をはじめ、

高齢化が進む中、全世代型社会保障を充実させていくためにも、当市として様々な施策展開

を求められています。 

今後、歳入の減少が予測される中、令和 2 年度は総合計画の後期実施計画の 2 年目とな

ります。人口減少社会に適応しつつ、将来にわたって市民一人ひとりが生きいきと暮らし続

けることができる三条市の構築に向けた予算編成を強く要望いたします。三条市議会公明

党議員団は、ここに令和 2 年度予算要望書を提出します。ご検討の程、宜しくお願いいたし

ます。 

 

 

 

 

 

 



 

◯重点要望項目 

・ハザードマップの活用やタイムラインを活用した防災意識の向上。 

・マイナンバーカードの普及促進と更なる多目的利用の推進。 

・庁内女性管理職登用の推進や各種審議会における女性委員の登用率アップ。 

・「食品ロスの削減の推進に関する法律」に基づく施策の推進。 

・がん検診の受診率向上を図るとともに、がん検診に有効な検診の導入。 

・糖尿病等など生活習慣病予防対策の強化推進。 

・介護予防・フレイル対策の一体的取り組みの推進。 

・単身高齢者や高齢者家庭の地域見守りネットワーク、地域で支える体制の強化推進。 

・住み慣れた地域で住まい・医療・介護・生活支援などを一体的に提供できる「三条版

地域包括ケアシステム」の構築推進。 

・地域産業の技術を生かし稼ぐ力、競争力向上に向けて、IoT や AI など情報産業の支

援強化。 

・地域社会全体で子ども・子育て支援をする取り組み強化推進。 

・教育環境の整備を目指して、早期の体育館のエアコン設備と通学路の安全確保の推進。 

・インクルーシブ教育の支援体制を確立の推進。 

  


